
（１）                               玉繩城まちだより       ２０１６年(平成２８年) 8 月 7 日発行 第１8 号 

 

      発行者：玉縄城址まちづくり会議 荒井 章 ☎ 0467-45-7411 〒247-0073 鎌倉市植木 425‐16 

               Ｅ₋ｍａｉｌ artbank21＠nifty.com  URL http：//tamanawajo.sakura.ne.jp/ 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文
化
事
業
・歴
史
環
境
事
業
の
成
果
に 

 

◆
歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
絵
図
披
露 

北
条
早
雲
が
一
五
一
二
年
に
築
城

し
た
玉
縄
城
。
そ
の
歴
史
を
伝
え
る
玉

縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
玉
縄
城

の
遺
構
な
ど
を
示
す
歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ

ア
ム
絵
図
を
作
成
、
七
月
七
日
に
、
松

尾
市
長
と
絵
を
描
い
た
日
本
画
家
、
大

竹
五
洋
さ
ん
を
招
き
、
玉
縄
ふ
る
さ
と

館
で
披
露
し
ま
し
た
。 

◆
新
会
則
に
明
記 

団
体
設
立
十
周
年
、
当
会
は
活
動
理

念
を
整
備
、
会
則
を
改
定
し
ま
し
た
。

そ
の
第
二
条
（
目
的
）
に
は
「
鎌
倉
・

玉
縄
城
の
歴
史
を
再
発
見
し
、
そ
の
歴

史
的
自
然
環
境
を
整
備
保
全
し
、
玉
縄

城
址
歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
鎌

倉
・
玉
縄
城
地
域
の
新
た
な
歴
史
ま
ち

づ
く
り
を
、
行
政
と
協
働
し
て
推
進
す

る
」
と
明
言
し
、
事
業
と
し
て
は
「
市

民
に
伝
え
、
次
世
代
に
繋
ぐ
」
体
験
教

育
へ
の
貢
献
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。 

◆
文
化
庁
補
助
金
事
業 

「
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
事
業
」 

玉
縄
城
址
遺
構
群
の
学
術
調
査
を
進

め
、
こ
の
成
果
を
十
月
の
「
歴
史
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

甦
れ
！
玉
縄
城
七
つ
の

謎
を
解
く
」
で
発
表
。
パ
ネ
ル
展
、
冊

子
で
も
公
開
し
ま
す
。
市
民
学
芸
員
養

成
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
座
に
続
き
、
ヘ
リ 

 

玉
縄
城
址
を
歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
に 

 
 
 
 

遺
構
の
学
術
調
査
を
中
心
に
進
む 
 

玉
縄
城
址
遺
構
を
保
全
し
て
史
跡
指

定
へ 

  

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
講
座

を
開
設
し
ま
す
。 

◆
市
と
の
協
働
事
業 

戦
国
時
代
鎌
倉
の
歴
史
遺
産
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を
市
と

協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。
玉
縄
地
域

の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
報
告
資
料

や
様
々
な
古
文
書
も
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
次
世
代
に
残
し
ま
す
。 

◆
中
長
期
構
想
を
描
く 

三
年
単
位
で
構
築
し
て
い
く
歴

史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
。
玉
縄
城
址
の
史

跡
指
定
、
大
船
駅
か
ら
続
く
歴
史
ト

レ
イ
ル
の
整
備
。
シ
ン
ボ
ル
で
は
城

址
土
塀
、
櫓
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
制

作
。
ま
た
玉
縄
城
址
の
蹴
鞠
場
復

元
、
城
址
の
石
碑
制
作
の
構
想
が
あ

り
、
さ
ら
に
長
期
的
に
は
、
玉
縄
城

下
ま
ち
構
想
な
ど
も
わ
れ
わ
れ
の

視
界
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

◆
祭
り
の
計
画 

十
月
二
十
九
日
は
玉
縄
城
主
墓

前
祭
（
法
要
会
と
奉
納
古
武
道
演

武
）
、
二
〇
一
九
年
は
北
条
早
雲
五

〇
〇
年
遠
忌
。
先
々
の
祭
り
の
計
画

も
多
彩
で
す
。 

◆
瑞
氣
集
門 

故
田
中
八
郎
副
会
長
の
書
に
あ
る 

言
葉
を
掲
げ
、
当
会
は
前
進
し
て
ま 

い
り
ま
す
。（
会
長 

荒
井
章
） 
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６月、玉林美男氏、大竹正芳氏が玉縄城址遺構群学術調査開始。どこまでも足で確かめた結果は、次々と驚きの発見！ 

遺構群学術調査で深まる広大な玉縄城域遺構群のナゾ。それは 10月 29日、3人の学者によるシンポジュウム、「甦れ！

玉縄城、七つの謎を解く」で明かされます。玉縄学習センター郷土資料コーナーにも展示されます 

    

７月、歴史ミュウジアム絵図を、玉縄ふるさと館の玄関に設置。披露式には市長、挿入絵の大竹五洋画伯も出席した。 

絵図で見る玉縄って素晴らしいネ   古民家床の欠損補修と塗装  市長もひと塗り、やってみると面白いネ！ 

   

市民学芸員になって文化財を自分で守り、自分が伝えよう！ ヘリテージマネージャー育成講座開始（７/21～９/10）

文化委員と鎌倉高校生と県立高校の先生が、県歴博、横浜歴博の学芸員、建築家、考古学者のアドバイスで重文古民家

の整備、資料館の展示替え。民具、出土品 400点の資料カードづくりを 5年かけて進めます 

～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～ ・ ～  

鎌倉市との協働事業【戦国時代鎌倉の歴史遺産デジタルアーカイブ事業】も進行中です 

   

鎌倉国宝館で協働事業の会議。 歴史アカデミアで歴史学者と考古学者の激論。発掘調査中に出現した玉縄城の土塁。 

現在、未発表の埋蔵文化財発掘映像と玉縄城所縁の重要な古文書をリストアップ、デジタル化作業に入っています。 

私たち市民が、鎌倉市の文化財課と国宝館と協働で進めたらここまでやれた！ということを実証したい（荒井幸子） 

平成 28年度文化芸術振興費補助金（文化遺産を活かした地域活性化事業） 

鎌倉・玉縄城址を活かす歴史ミュウジアム事業―5 年計画の進行は？ 

文化芸術振興事業【鎌倉・玉縄城址を活かす歴史ミュウジアム事

業】はどう進む？ 
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《玉縄城址の史跡指定は市民 60年の願いです》 

5月、神奈川県教育委員会文化遺産チーム、鎌倉市文化財課が合同で下調べのため玉縄城址を来訪されました。私たちが

整備している城址遺構群に一行をご案内。清泉女学院から入城し諏訪壇、三角平場、蹴鞠場、月見堂下曲輪、大手門、太

鼓櫓、焔硝蔵を視察しました。蹴鞠場のスケール、焔硝蔵の堀切、七曲坂平場と真上の城址三角平場（矢射ち場）の立体

遺構に関心が集まりました。昭和 30 年代に遡る史跡指定の構想は、漸く実施計画に移行されようとしています。 

   

清泉女学院表門付近から城址を見る     蹴鞠場の遺構を確かめる    残っている土塁、堀切のスケール 

   

諏訪壇の中心、ここに諏訪神社があった    当会が整備中の焔硝蔵址     七曲り古道に続く堀切の眺め 

   

焔硝蔵竹林の作業路づくり     市民緑地の花々も目を和ませる   真夏の市民緑地整備作業を終えて           

  

七曲坂アダプト、草刈、蔓草除去   城址斜面に植栽した落葉樹が急成長   炎天下に支柱立て作業を実施 

     
太鼓櫓址 七曲坂下四代城主氏繁夫人の七曲殿址に、大型解説版を設置  玉縄城大手門、今は清泉女学院裏門 
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【
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
】 

当
会
で
は
楽
し
み
な
が
ら
汗
を
か
く
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
歴
史
や
自
然
な
ど
、
好
き

な
こ
と
得
意
な
こ
と
を
、
都
合
の
い
い
と
き
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か 

 

（
横
内
宏
明
） 

☎/
📠

４
５
・
７
４
１
１
、
メ
ー
ル
・
Ｈ
Ｐ
で 

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

熊代副会長の閉会挨拶             

 

      

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

第
十
回 

定
時
総
会 

◆
四
月
十
六
日
（
土
）
十
三
時
半
～ 

 

玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
第
二
集
会
室 

 
 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
、
予
算
案
の

承
認
を
受
け
た 

新
役
員
一
覧 

 

会
長:

荒
井
章 

 

副
会
長
：
正
木
重
郎 

熊
代
德
彦 

理
事
：
荒
井
幸
子 

増
川
勇
次
郎  

松
田
明 

大
竹
正
芳 

加
藤
明
彦  

荒
木
俊
彦 

森
靖
子 

寺
口
順
子  

横
内
宏
明 

山
本
日
出
子 

監
事
：
梅
田
良
光 

渋
木
嘉
孝 

顧
問
：
中
村
省
司 

兵
藤
芳
朗 

伊
藤
一
美 

 

 

 

【
七
曲
坂
の
野
草
】
⑪
カ
ラ
ス
ウ
リ 

夏
の
夜
に
し
か
咲
か
な
い
、
殆
ど
の
方
が
見
た

こ
と
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
星
形
の
白
い
花
が

レ
ー
ス
に
覆
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
（
直
径
６

㎝
）
、
闇
夜
に
咲
く
白
い
花
が
幻
想
的
で
し
た
。

烏
瓜
、
カ
ラ
ス
が
食
べ
る
か
ら
で
は
な
く
、
唐

朱
瓜
が
語
源
だ
そ
う
で
す
。
白
い
花
は
、
受
粉

に
必
要
な
蛾
の
目
印
に
な
り
ま
す 

(

増
川
勇
次
郎) 

 
 

 

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日 

  

◆
植
木
一
号
市
民
緑
地
「
太
鼓
櫓
址
」 

第
二
土
曜
日 

九
時
～
十
一
時 

◆
「
七
曲
坂
」
ア
ダ
プ
ト
と
周
辺
整
備 

第
四
土
曜
日 

九
時
～
十
一
時 

【
イ
ベ
ン
ト
予
告
】 

重
文
古
民
家 

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト 

《
ギ
タ
ー
と
歌
曲
の
ひ
と
と
き
》 

九
月
二
十
五
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時 

ギ
タ
ー
：
宇
賀
神
昭 

歌
：
小
松
原
利
枝 

歌
曲
：
初
恋 

荒
城
の
月 

私
の
お
父
さ
ん 

ギ
タ
ー
演
奏
曲
：
ス
ペ
イ
ン
セ
レ
ナ
ー
デ 

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
の
思
い
出 

 

入
場
料
：
二
〇
〇
〇
円 

先
着
六
十
人 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

 

第
四
回 

玉
縄
城
主
墓
前
祭 

十
月
二
十
九
日(

土)

十
時
～
十
一
時 

龍
寳
寺 

法
要
会
と
奉
納
古
武
道
演
武 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

 

玉
縄
城
址
遺
構
群
の
学
術
調
査
報
告
会 

十
月
二
十
九
日(

土)

十
三
時
～
十
五
時 

 

場
所
：
龍
寳
寺 

国
重
要
文
化
財
旧
石
井
邸 

講
師
：
伊
藤
一
美
・
玉
林
美
男
・
大
竹
正
芳 

料
金
：
一
五
〇
〇
円 

先
着
六
十
人 

頒
布
：
玉
縄
城
址
遺
構
群
の
資
料
集 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

☆
玉
縄
城
遺
構
群
パ
ネ
ル
展
の
開
催 

十
一
月
～
三
月 
玉
縄
歴
史
民
俗
資
料
館 

玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー 

に
展
示
し
ま
す  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

小
田
原
北
条
五
代
祭
り
参
加 

鎌
倉
市
代
表
と
し
て
五
月
三
日
、
北
条
早

雲
の
次
男
、
初
代
玉
縄
城
主
北
条
左
馬
之

助
氏
時
隊
と
し
て
パ
レ
ー
ド
し
た 

 
 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

重
文
古
民
家
落
語
会
（
七
月
十
八
日
） 

立
川
志
の
春 

独
演
会 

八
十
人
の
笑
い
が
古
民
家
に
溢
れ
た 

 

 

  

荒井会長の挨拶 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

 

甦
れ
！
玉
縄
城
七
つ
の
謎
を
解
く 

颯爽と行進する玉縄城氏時隊 談志師匠、志の輔師匠の話を枕に 

熊代副会長の閉会挨拶 


